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学
生
生
活

　
「
運
動
会
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
思
い
出
は
種
々
さ

ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
昭
和
二
十
〜
三
十
年
代
の
本
学

卒
業
生
の
多
く
は
「
後
楽
園
ス
タ
ジ
ア
ム
」（
現
東
京
ド
ー
ム
）

や
「
神
宮
外
苑
競
技
場
」（
現
国
立
競
技
場
）
で
盛
大
に
催
さ
れ

た
体
育
祭
を
思
い
起
こ
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
学
全
体

の
学
事
と
し
て
開
催
さ
れ
た
当
時
の
体
育
祭
は
、
学
生
に
と
っ
て

体
育
講
義
の
単
位
修
得
と
い
う
切
実
な
一
面
を
有
し
て
い
た
こ

と
が
、
学
員
の
方
々
の
思
い
出
話
の
中
に
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
学
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
運
動
会
が
い
つ

頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
。

　

英
吉
利
法
律
学
校
が
創
立
さ
れ
た
頃
に
は
、
か
な
り
の
私
立
学

校
で
運
動
会
が
催
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
創
立
者
増
島
六
一

郎
が
校
長
を
兼
務
し
て
い
た
東
京
英
語
学
校
で
は
、一
八
八
五（
明

治
十
八
）
年
十
一
月
に
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
運
動
会

が
行
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
『
時
事
新
報
』
に
見
え
る
。
一
方
、
本

学
に
運
動
会
が
発
足
し
た
の
は
、
八
六
年
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

が
、
翌
年
の
『
朝
野
新
聞
』（
八
七
年
十
一
月
十
三
日
）
に
は
、

英
吉
利
法
律
学
校
の
生
徒
約
六
〇
〇
人
が
王
子
の
飛
鳥
山
で
綱
引

き
、
高
飛
び
、
旗
奪
い
等
を
行
う
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
翌
年
の
十
一
月
二
十
八
日
に
は
、
同
校
の
生
徒
た
ち
が

午
前
六
時
に
学
校
に
集
合
し
、
小
川
町
通
り
か
ら
水
道
橋
、
さ
ら

に
春
日
町
・
本
郷
元
町
を
経
て
本
郷
通
り
・
駒
込
か
ら
運
動
会
場

で
あ
る
飛
鳥
山
に
向
か
っ
て
整
列
行
進
し
た
と
の
記
事
も
あ
る
。

こ
の
光
景
は
往
き
交
う
人
々
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
王
子
の
飛

鳥
山
は
、
当
時
は
遠
足
や
運
動
会
場
と
し
て
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
て
、
次
に
競
技
種
目
を
み
て
み
よ
う
。
午
前
の
部
に
登
場
し

た
競
技
は
、長
飛
び
（
走
り
幅
跳
び
）、高
飛
び
（
走
り
高
跳
び
）、

竿
飛
び
、
背
面
競
争
、
人
馬
競
争
、
二
人
三
脚
、
片
脚
、
小
車
競

争
の
八
種
、
続
く
午
後
の
部
に
な
る
と
角
力
、
撃
剣
、
綱
引
き
、

旗
奪
い
、
三
百
ヤ
ー
ド
、
五
百
ヤ
ー
ド
、
八
百
ヤ
ー
ド
、
徒
歩
競

争
の
八
種
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
競
技
の
勝
利
者
三
人
（
一
等
・
二
等
・
三
等
）
に
は

賞
品
と
し
て
時
計
、
毛
布
、
ス
テ
ッ
キ
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
の
着
物
、

靴
下
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
、
冬
用
の
帽
子
、
洋
紙
、
鉛
筆
、
革
靴
、

襟
巻
き
、
本
箱
、
帯
、
蝙こ
う

蝠も
り

傘が
さ

、
机
懸
け
、
シ
ャ
ツ
等
さ
ま
ざ
ま

な
品
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
学
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
賞

品
は
ど
れ
一
つ
と
っ
て
み
て
も
た
い
へ
ん
魅
力
的
な
も
の
で
、
競

技
に
参
加
す
る
学
生
の
意
欲
を
さ
ぞ
か
し
か
き
た
て
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

運
動
会
の
運
営
は
、
当
初
は
創
立
者
の
奥
田
義
人
や
土
方
寧
ら

が
大
会
委
員
長
と
な
り
、
講
師
の
中
か
ら
副
委
員
長
、
幹
事
ら
が

選
ば
れ
、
そ
れ
に
学
生
幹
事
が
加
わ
っ
て
い
た
。
経
費
は
、
学
校

か
ら
の
支
出
と
講
師
、
卒
業
生
の
寄
付
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
本
学
の
運
動
会
は
、
学
生
の
健
康

と
気
晴
ら
し
の
た
め
の
戸
外
運
動
で
あ
っ
た
と
と
も
に
学
生
・
教

職
員
・
卒
業
生
が
相
互
交
流
を
行
い
、
親
睦
を
深
め
る
場
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

秋季運動会での仮装（1913 年）
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運
動
会
こ
と
は
じ
め


